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（11）　データ収集サーバとの通信確認
20 ページの注意を参考に⑦ＬＡＮケーブルを接続してください。

 確 認 １
（ａ）　データ収集サーバとの通信設定を行います

最初に，データ送信先のデータ収集サーバの IP アドレス（＊），ログインするためのユーザ ID（＊），
パスワード ( ＊ ) をマスターユニットに設定します。以下の手順に従って実施してください。
① IP アドレス，ユーザ ID，パスワード設定ファイルを作成します
　 － Windows 標準のメモ帳 (Notepad) を使って下図のように各項目を入力してください。
　 － Windows デスクトップ画面にて，[ スタート ]-[ プログラム ]-[ アクセサリ ]-[ メモ帳 ] で起動してください。

データ収集サーバの IP アドレス（＊）　⇒
ログインするためのユーザ ID（＊）　⇒

パスワード（＊）　⇒
日報送信データ遅延時間（分）（＊）　⇒

上記の順番に入力し [Enter] キーを入力
してください。

( ＊ ) これらの情報は 24H 遠隔監視システムの契約書に記載されていますので，ご参照ください。

　 －�ファイル保存してください。[ ファイル (F)]-[ 名前を付けて保存 (A)] を選択し，ファイル名を必ず“ftpfile.
dat”としてください。

② IP アドレス，ユーザ ID，パスワード設定ファイルをマスターユニットに送信します
　 － マスターユニットとパソコンをLANケーブルで接続し，パソコンのブラウザ（Internet Explorer）を起動します。
　 － アドレスバーに下記の URL を半角文字で入力して Enter キーを押します。

ftp:// ＊＊＊ . ＊＊＊ . ＊＊＊ . ＊＊＊ /　← （７） で設定したマスターユニットの IP アドレスを入力します。

注意してください。（“http://”ではありません。）（最後は“/”です。）

　 － ユーザ ID とパスワードを下記のとおり入力してログインしてください。
ユーザ ID	 ：meiken
パスワード	 ：meiken

ユーザ ID とパスワードを
入力して [ ログオン ] ボタンを押します

（注）
こちらの設定値は例となっています。
この設定値では通信できません。
正しくは契約書に記載のものを
入力してください。
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　 － 設定ファイル“ftpfile.dat”をアクセス先にドラッグ＆ドロップする。

ファイルをドロップした後，エラー表示することなくエクスプローラ画面でファイルのアイコンが表示されれば成功です。

※ �ブラウザ（Internet Explorer）の設定により，正常に上記コマンドファイルが転送できない場合があります。その場合，
下記を確認してください。

　 「ツール」－「インターネットオプション」－「詳細設定」にて，下記のように設定してください。

　 □ FTP サイト用のフォルダビューを使用する
　 □ パッシブ FTP（ファイアウォール及び….）を使用する

これで，（11）－（ａ） データ収集サーバとの通信設定は完了です。

ftpfile.dat ファイルを
ここにドロップする。
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 確 認 2
（ｂ）　データ収集サーバに運転データ記録ファイルを送信します

次に試験的にデータ収集サーバに運転データ記録ファイルを送信させる手順を説明します。
マスターユニットに「当日データ要求」コマンドファイルを送信し，データ収集サーバに当日運転データ記録ファイ
ルが送信されることを確認します。
① まずは「当日データ要求」コマンドファイルを作成します
　 － Windows 標準のメモ帳 (Notepad) を使って下図のように各項目を入力してください。
　 － Windows デスクトップ画面にて，[ スタート ]-[ プログラム ]-[ アクセサリ ]-[ メモ帳 ] で起動してください。

　 －�ファイル保存してください。[ ファイル (F)]-[ 名前を付けて保存 (A)] を選択し，ファイル名を必ず“monitor.
dat”としてください。

② 「当日データ要求」コマンドファイルをマスターユニットに送信します
　 － マスターユニットとパソコンを LAN ケーブルで接続し，パソコンのブラウザ（Internet Explorer）を起動します。
　 － アドレスバーに下記の URL を半角文字で入力して Enter キーを押します。

ftp:// ＊＊＊ . ＊＊＊ . ＊＊＊ . ＊＊＊ /　← ⑺ で設定したマスターユニットの IP アドレスを入力します。

注意してください。（“http://”ではありません。）（最後は“/”です。）

　 － ユーザ ID とパスワードを下記のとおり入力してログインしてください。
ユーザ ID	 ：meiken
パスワード	 ：meiken

RD と入力し [Enter] キーを入力してください。

ユーザ ID とパスワードを
入力して [ ログオン ] ボタンを押します
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　 － 当日データ取得コマンドファイル“monitor.dat”をアクセス先にドラッグ＆ドロップします。

ファイルをドロップした後，エラー表示することなくエクスプローラ画面でファイルのアイコンが表示されれば成功です。

※ �ブラウザ（Internet Explorer）の設定により，正常に上記コマンドファイルが転送できない場合があります。その場合，
下記を確認してください。

　 「ツール」－「インターネットオプション」－「詳細設定」にて，下記のように設定してください。

　 □ FTP サイト用のフォルダビューを使用する
　 □ パッシブ FTP（ファイアウォール及び….）を使用する

これで，（11）－（ｂ） データ収集サーバに運転データ記録ファイルを送信する作業は完了です。
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 確 認 3
（ｃ）　最後にデータ収集サーバに，ファイルが転送されているか確認します

データ収集サーバの URL アドレス及びユーザ ID，パスワードは 24H 遠隔監視システムの契約書に記載されていま
すので，ご参照ください。
① データ収集サーバにログインします。
　 － パソコンのブラウザ（Internet Explorer）を起動します。
　 － アドレスバーに契約書に記載の URL を半角文字で入力して Enter キーを押します。

http://（契約書に記載のデータ収集サーバの URL アドレス）
　 － 契約書に記載のユーザ ID とパスワードを入力して [OK] ボタンを押します。

ユーザ ID	 ：（契約書に記載の ID）
パスワード	 ：（契約書に記載のパスワード）

　 －�フォルダの一覧が表示されます。契約書に記載のお客様のデータ保存フォルダ名をクリックしてください。

　 － �“G”の後に当日の年（４桁）月日が付加された，
G ＊＊＊＊＊＊＊＊ .tar.gz ファイルが存在していれば通信は成功です。

（ファイル例：G20120801.tar.gz）

これで，（11）－（ｃ） 及び （11） データ収集サーバとの通信確認は完了です。

契約書に記載のユーザ ID と
パスワードを入力して，
[OK] ボタンを押してください

お客様のデータ保存フォルダ
をクリック

送信されたファイル
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5.4　困ったときは

パソコンとマスターユニットが接続
できない

● パソコンの IP アドレスの設定を確認してください。
● �マスターユニットの IP アドレスがお客様先環境の設定になっている場合

は，その設定に合わせてください。
● �マスターユニットの IP アドレスが不明の場合は，「マスターユニットの

IP アドレスの確認方法」を参照ください。
イニシャルデータファイル，運転データ
記録ファイルが作られない

● 運転データ記録ファイルの作成と更新は１時間に１回です。
　 初めて接続した時は１時間以上経過してから確認してください。
● リモート端末基板と通信できていない可能性があります。
　 �マスターユニットとリモート端末基板間の通信線の接続を確認してくださ

い。端子記号 A,B をそれぞれ合わせる必要があります（有極性）。
● �リモート端末基板と給湯機制御基板間のハーネス接続不良の可能性があり

ます。ハーネスの接続を確認してください。
● 給湯機の電源が入っていない可能性があります。電源を確認してください。
● �リモート端末基板のアドレス設定とマスターユニットの通信系統番号が間

違っている可能性があります。
　 �通信系統１（SL1）にはアドレス 00 ～ 15，通信系統２（SL2）にはア

ドレス 16 ～ 31 を接続してください。
マスターユニットにコマンドファイルが
送信できない

インターネットエクスプローラの設定により，正常にファイルが転送できな
い場合があります。その場合，下記を確認してください。
● 本取説本文「ブラウザの設定」を確認してください。
● �「ツール」－「インターネットオプション」－「詳細設定」にて，下記の

ように設定してください。
　 □ FTP サイト用のフォルダビューを使用する
　 □ パッシブ FTP（ファイアウォール及び….）を使用する

データ収集サーバに運転データ
ファイルが送信されない

ブロードバンドルータまたはファイアウォール（お客様のネットワーク利用
の場合）の設定で，アクセス制限がかかっている可能性があります。マスター
ユニットとルータ間に HUB を追加接続し，パソコン経由でデータ収集サー
バにアクセス可能か確認してください。
詳細は弊社営業担当もしくはサービスマンに問合せください。
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≪参考≫ マスターユニットとリモート端末基板の通信確認
（６） の 確 認 １より詳細に通信機能を確認する方法です。

 確 認 2
保存ファイルを確認します

Windows 標準の「コマンドプロンプト」機能を使って，パソコンからマスターユニット内のデータを見て，保存ファ
イルが存在することを確認します。
マスターユニットとリモート端末基板の通信が成功すると，イニシャルデータファイルが作成，保存されます。
① �パソコンの Windows デスクトップ画面にて，[ スタート ]-[ プログラム ]-[ アクセサリ ]-[ コマンド プロンプト ]

で起動してください。
② 以下のようにコマンドを入力して，パソコンとマスターユニットの接続を確認してください。
　 「time<1ms」，「Packets: Sent = 4, Received = 4」と表示されれば接続成功です。
　 >ping 192.168.0.201[Enter]　※ はスペースを示します。

③ 保存ファイルの確認
　 － TELNET 接続を行います。以下のように入力してください。
　 >telnet 192.168.0.201[Enter]

　 － �ユーザ ID, パスワードを下記のとおり入力します。パスワードはキーボードで入力しても画面に表示されません
ので，間違えないように入力してください。
ユーザ ID	 ：meiken
パスワード	 ：meiken

　 － ディレクトリを変更します。以下のように入力してください。
>cd..[Enter] 
>ls -al[Enter]

左記 IP アドレスはマスターユニットの
工場出荷設定値です。
監視拠点毎に IP アドレスが変わります。
パソコンとマスターユニットの IP アドレスは
3 桁目までを同じにする必要があります。
詳細は 24 ページ （７） 及び 25 ページ （８） 
を参照してください。

今日の日付のフォルダ
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　 － �今日の日付の年月日名のフォルダが存在することを確認し，そのフォルダの中に保存ファイルが作成，保存され
ているか確認します。
>cd YYYYMMDD[Enter]；YYYY: 西暦年号，MM: 月，DD: 日
>ls -al[Enter]

イニシャルデータファイル（例：U00-I201208092244.dat）が存在していれば，リモート端末基板との通信が成
功しています。

“U00”はリモート端末基板の番号，“I”はイニシャルデータファイル，その後は年月日時分を示します。
リモート端末基板が複数台接続されている場合は，リモート端末基板の台数分のイニシャルデータファイルが保存
されていることを確認してください。

　 － �TELNET 接続を終了します。以下のように入力してください。
>exit[Enter]

　 － �コマンドプロンプトを終了します。以下のように入力してください。
>exit[Enter]

これで，≪参考≫マスターユニットとリモート端末基板の通信確認作業は完了です。
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≪参考≫ マスターユニットのIP アドレスの確認方法
アナログ RGB 入力（15 ピン Dsub コネクタ）のディスプレイと PS/2 キーボード（6 ピン mini DIN コネクタ）を準備
してください。
それぞれの機器をマスターユニットに接続し，マスターユニットの電源リセット後，しばらくしてから以下の操作を行って
確認してください。

ユーザ ID	 ： meiken
パスワード	 ： meiken

>/sbin/ifconfig[Enter]　と入力してください。

キーボード

ディスプレイ

IP アドレスを示します。
サブネットマスクを示します。
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6．故障診断

CO2給湯機用24H遠隔
監視システム。

サーバが，24H遠隔監視
データの受信が無いこと
から，自動で本異常を検
出する。異常検出後は，
サービスマンへ異常発生
通知メールを送信する。

24H遠隔監視データが，
定刻にサーバへ届かない。

・電源の入れ忘れ
・お客様のインターネット
　回線不良
・配線の断線，地絡
・リモート端末基板不良
　(RM-PWB)
・マスターユニット不良
　(RM-FGW)

1. 対象機種

２. 異常検出方法

３. 異常発生条件

４. 予想原因

５. 故障診断と処置

注記：

処  置診  断

CO2給湯機に電源を入れ
て，技術資料の 5.3（１），
（６）を確認ください。

マスターユニットに電源を
入れて，技術資料の5.3（１），
（６）を確認ください。

お客様のネットワーク管理
者と相談するか，技術資料
の 5.3（１）に従ってインタ
ーネット接続が可能な状態
にしてください。
その後，5.3（２）～（11）を
再設定してください。

リモート端末基板とマスター
ユニットの通信線を確認し
てください。通信線にはA,
B極性があるので正しく接
続してください。通信線が
正常の場合はリモート端末
基板を交換してください。

それでも改善しない場合は，
マスターユニットが故障
している可能性があります。
マスターユニットを交換し
て，技術資料の 5.3（１）～
（11）を実施してください。

YES

CO2給湯機に
電源が入っているか

NO

NOマスターユニットに
電源が入っているか

YES

NOお客様のLANから
インターネットに接続できるか

技術資料 5.3（１）

YES

NO技術資料 5.3（６）の通り
正常に LEDが点滅しているか

YES

リモート端末基板，マスターユニットの補用品を準備して現地調査してください。
上記診断フローに従い本技術資料の5.3(1),(6)を再確認してください。

マスターユニットむが故障している
可能性があります。マスターユニットを
交換して，技術資料の 5.3（１）～（11）を
実施してください。

症状 ＬEＤ 緑 赤

－ － －

内容 24H 遠隔監視システムの
通信不良24H 遠隔監視データが

サーバへ送信されない。


